
こ
れ
が
１
億
円
の
重
さ
！？

（
６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

２０１９
平
成
３１
年

№７７３
2



　
平
成
２７
年
１
月
の
就
任
か
ら
早
い
も
の
で
４
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
町
政
に

対
し
て
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
就
任
当
初
か
ら
「
夢
と
活
力
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、
町
民

す
べ
て
が
夢
を
持
て
る
よ
う
な
地
域
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
の
思
い
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
今
、
間
違
い
な
く
「
町
民
の
町
民
に
よ
る
町
民
の
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
」
が
実
行
で
き
る
地
盤
固
め
が
で
き
つ
つ

あ
る
、
す
な
わ
ち
、
町
民
の
皆
様
の
中
に
「
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
（
※
）」
が
芽
生
え
て
き
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
と
て
も
有
難
い
こ
と
で
あ
り
、
嬉
し
く
も
あ

　
任
期
満
了
に
伴
う
中
山
町
長
選
挙
が
１
月
１５
日
に
告

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
候
補
を
届
け
出
た
の
は
現
職
の
佐
藤
俊
晴
氏
（
６０

歳　
無
所
属　
梅
ヶ
枝
町
）
の
み
で
、
無
投
票
で
の
当

選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
、平
成
２７
年
１
月
の
町
長
選
で
初
当
選
し
、

２
期
目
と
な
り
ま
す
。
任
期
は
平
成
３１
年
１
月
２５
日
か

ら
４
年
間
で
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

中
山
町
長

佐
藤　
俊
晴

１月２１日、当選証書附与式で、町選
挙管理委員会の須貝委員長から当選
証書を受け取る佐藤町長

１月２５日、２期目就任初登庁の日に
拍手で迎えられ、２期目の町政のス
タートを切りました

元祖芋煮会in中山 長崎地区放課後児童クラブ開所（平成３０年４月） 町の花　ひまわり
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旧柏倉家住宅と紅花 チャレンジデー

歩いて健幸のまちづくり

り
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
地
盤
固
め
が
で
き
れ
ば
、
あ

と
は
「
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
＝
夢
」
を
創
造
す
る
た
め
、

信
念
を
持
っ
て
、
計
画
し
、
実
行
あ
る
の
み
で
す
。
再
び

皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
住
み
続
け
た
い
中
山
の
未
来
」
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
７
月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
補
助
を
受
け
実
施
し
て

お
り
ま
す
「
歩
い
て
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
『
な
か
や
ま
健

幸
く
ら
ぶ
』
事
業
」
は
、
誰
も
が
気
軽
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
「
歩
く
」
と
い
う
こ
と
に
よ
り
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
、
町
民
が
健
康
で
幸
せ
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
な

が
ら
、健
康
寿
命
の
延
伸
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、

医
療
費
お
よ
び
介
護
給
付
費
の
抑
制
な
ど
を
期
待
し
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
、
健
康
で
生
活

で
き
る
期
間
を
い
か
に
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
れ

は
す
な
わ
ち
「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
こ
と
で
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
の
「
熱
意
と
笑
顔
」、「
一
歩
外
に
出
る
気
持
ち
」

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
成
功
し
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

◎
健
幸
ま
ち
づ
く
り
の
４
つ
の
目
標

１
「
な
か
や
ま
健
幸
く
ら
ぶ
の
普
及
・
推
進
」

　
　
・
健
康
施
策
の
充
実
に
よ
る
高
齢
者
福
祉
の
向
上

　
　
・
医
療
費
、
介
護
給
付
費
の
削
減

　
　
・
高
齢
者
の
活
躍
の
場
の
創
出

２
「
健
幸
な
地
域
産
業
の
活
性
化
」

　
　
・
農
業
振
興
計
画
の
策
定

　
　
・
食
料
自
給
率
の
向
上

　
　
・
６
次
産
業
の
推
進

３
「
健
幸
な
教
育
」

　
　
・
世
界
に
羽
ば
た
く
青
少
年
の
育
成

　
　
・
人
生
１
０
０
年
構
想
（
生
涯
学
び
の
町
）

４
「
健
幸
な
観
光
・
地
域
振
興
」

　
　
・

日
本
遺
産
（
旧
柏
倉
家
住
宅
・
芋
煮
会
等
）
を
核

と
す
る
観
光
計
画
の
策
定

　
　
・
健
康
事
業
を
活
用
し
た
地
域
振
興
計
画
の
策
定

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
と
町
民
の

皆
さ
ん
の
協
働
で
行
い
初
め
て
う
ま
く
い
く
も
の
で
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
参
加
し
て
町
を

明
る
く
元
気
に
し
て
い
き
、「
ま
ち
づ
く
り
」
を
自
分
事

と
し
て
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
で
、「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
」
が
育
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。
私
も
町
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
さ
ら
な
る
町
政
発
展
と
町
民
の
福
祉
向
上
を
図

る
た
め
、具
体
的
な
施
策
を
全
力
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

※

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
住
む
場
所
に
愛
着
を
持
ち
、
構
成

す
る
一
員
で
あ
る
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
自
発
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
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安心して横断できるようになりました

「火事ぶれ」を受け、
消防署に電話をし、
消火器を構える一連
の訓練を実施

岡地区で行われた説明会

念願の信号機設置
県道長岡中山線下川地内交差点

旧柏倉家住宅で防災訓練
文化財を火から守る

柏倉家住宅保存・利活用実施計画（案）
よりよいもの目指し、意見求める

　県道長岡中山線の下川地内交差点に新しく信号機が設置
され、１月２５日に供用開始となりました。
　ここは中山町と天童市を結ぶ幹線道路上の交差点で、近
年通行量が増大し、横断者にとって大変危険な場所となっ
ていました。町では地区の皆さんの強い声を受けて、県警
本部および山形警察署に要望を重ね、このほど信号機設置
が実現したものです。

　１月２２日、「文化財防火デー（１月２６日）」に合わせ旧柏
倉家住宅で防災訓練が行われました。
　参加したのは、町関係者、地域おこし協力隊、黒塀のま

　このほど、町では柏倉家住宅保存・利活用検討会議（会
長　永井康雄山形大学工学部教授）や町議会の柏倉家住宅
保存・利活用特別委員会（佐東貞美会長）からの意見を取
り入れながら、「柏倉家住宅保存・利活用基本計画」をと
りまとめました。それに基づき策定を進めている「柏倉家

住宅保存・利活用実施計画（案）」について、町民の皆さんからのご意見をいただくために、パブリッ
ク・コメント（意見公募）を実施しました。
　また、同実施計画（案）についての住民説明会が１月１７日に岡地区文化交流センターで、１月２７日に
中央公民館で開催されました。
　柏倉家住宅の保存・利活用に係る基本方針では「柏倉家は、町の貴重な文化資源として次世代に引き
継いでいくとともに、観光振興や地域活性化に活用していく」とされています。実施計画はその目的達
成のための事業を定めるものです。
　説明会に集まった方々からは、「町民の理解を得るためにも、早く一般公開して、計画を進めてほし
い」「地域の観光振興も一緒に考えるとよいのではないか」「耐震のことも盛り込んだらよいのでは」と
いった積極的な意見が出されていました。
　町では、これらの意見を反映させ、３月に実施計画を策定する予定です。

ちなみ保存活用協議会の関係者の皆さんです。
　山形市消防本部の指導員の方から来ていただき、基本的な消火活
動の注意点や、消火器の使い方などを学びました。大切なのは、第
一声となる「火事ぶれ」で、大きな声で火事を知らせることが重要
だということです。参加した皆さんは「大切な文化財を守るため、
しっかり身に付けたい」と真剣に取り組んでいました。
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足並みのそろった分列行進

山形地方法務局長から委嘱状を受け取る今野委員

町特産のすももワインで乾杯

町消防団出初式
安全と安心を守る決意新たに

今野さんに委嘱状
人権擁護委員

新春を祝う会
新年の幕開けを祝い、さらなる発展を誓う

　１月６日、町消防団の出初式が中央公民館前の通りで行
われました。
　会場には消防団員１８０人のほか、本部車、ポンプ車、積
載車などが集結。観閲や分列行進、祝賀放水が行われ、規
律正しい動作と勇ましい掛け声で、町消防団の高い士気を
披露していました。

　人権擁護委員は、地域の皆さんからの人権に関する相談
を受け、問題解決のお手伝いをしたり、法務局の職員と協
力して「人権侵害」による被害者の救済活動を行っています。
　このたび、今野敏博さん（新田町）が、委員に再任さ
れ、法務大臣からの委嘱状が交付されました。

　１月４日、新春を祝う会が中央公民館で開催され、町や
町内の商工業、農業関係者などが一堂に会して新年を祝い
ました。
　発起人を代表して佐藤町長が「今年も、中山町に住んで
良かった、これからも住み続けたいと思っていただけるよ

◆人権なんでも電話相談　　山形地方法務局では電話による相談を受け付けています。
　☆みんなの人権１１０番　　　 ナビダイヤル　　０５７０－００３－１１０
　☆子どもの人権１１０番　　　 フリーダイヤル　０１２０－００７－１１０
　☆女性の人権ホットライン　ナビダイヤル（全国統一番号）０５７０－０７０－８１０
　　　相談時間は平日の午前８時３０分から午後５時１５分までです。

　町には、今野さんを含めて４人の人権擁護委員がおり、普段から人権に関する活動を行っていますの
で、お気軽にご相談ください。
　　鈴木祐吉 委員（金沢）　 髙橋ヤヱ子委員（下川）　 今野敏博委員（新田町）　 西堀潤子委員（桜町）

※お問い合わせ先　住民税務課住民G　☎６６２−２５９３

　その後行われた式典では、秋葉団長から「災害はいつ起こるかわからないが、引き続き予防消防活動
等を行い、信頼される消防団を目指してほしい」と訓示があり、団員の皆さんは「町民の生命・財産を
守り、安心な暮らしを守る」という決意を新たに、今年１年の活動をスタートしました。

うなまちづくりを引き続き進め、町民の皆様との対話を大切にしながら、さらなる町発展につなげた
い」と挨拶。その後、最上堰土地改良区須貝理事長の音頭で乾杯し、約１４０名の参加者は、今年の抱負
や展望について歓談しながら、平成最後の新春のひと時を過ごしていました。
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ひまわり広場

６年生が税金について学ぶ　長崎小で租税教室
　社会の仕組みや税の使われ方について考えることで、納税
意識を身につけてもらおうと、１月２４日に、長崎小学校６年
生を対象にして、租税教室が行われました。町の住民税務課
の職員が講師となり、ＤＶＤやイラストを使って、税の種類
や目的について授業を行いました。
　授業の最後には、実際の１億円と同じ重さ（約１０㎏）の見
本が入ったジュラルミンケースが登場。その重さに児童も驚
き、教室に歓声が上がっていました（表紙写真）。税金の種類の質問に、皆さん手を挙げて

はきはきと答えてくれました

　
１
月
１９
日
か
ら
、
中
山
町
立
小
中
学
校
三
校
合
同
書
き
初
め
展
が
開
催

さ
れ
、
入
選
作
品
が
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
選
作
品
１
０
８
点
の
中
か
ら
、
町
長
賞
、
教
育
長
賞
、
町
議
会
議
長

賞
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
中
学
校　
三
校
合
同
書
き
初
め
展

町
議
会
議
長
賞

長
崎
小
６
年
　
齋さ

い
と
う藤

　
和わ

か伽

教
育
長
賞

中
山
中
２
年
　
鈴す

ず

き木
　
悠ゆ

う

か夏

町　

長　

賞

豊
田
小
６
年
　
穗ほ

づ

み積
　
陽ひ

な愛

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

中
山
中
１
年
　
鈴す

ず

き木
　
勇ゆ

う

と人

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

豊
田
小
５
年
　
今こ

ん

た田
　
寛ひ

ろ

か花

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

長
崎
小
２
年
　
庄し

ょ
う
じ司

　
咲さ

く

ら良
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T o p i c s

町のシンボル「楯の大イチョウ」ギリシャへ
柏倉さん（岡地区出身）初の海外出展

新春町民囲碁・将棋大会
打つ音が響く中、熱戦

　岡地区出身で、現在は栃木県大田原市で木彫作品や拓版画のギャラリーを開
設している柏倉多右衛門さんの拓版画（※１）の作品「悠久にいきる」が、第５９回
日本版画会（※２）展で会友賞を受賞しました。
　また、ギリシャ・アテネで３月に開催予定の「現代日本版画ギリシャ展」の

（※１）  拓版画… 版
は ん ぎ
木（文字や絵などを刻した板）に和紙を重ね、その上か

ら墨を含んだ真綿でたたいて刷り上げる技法
（※２）  日本版画会…昭和３５年に棟方志功をはじめとする日展作家のメン

バー数名で設立された芸術団体。現在は、全国各地在住の会員、
準会員、会友約１８０名が作家活動を行っている

　１月２６日に、中央公民館を会場に、新春町民囲碁・将棋大
会が開催されました。
　将棋界では藤井聡太七段の活躍や、囲碁界では小学４年生
の仲
なか
邑
むら
菫
すみれ
さんが史上最年少プロになることが決まるなど、盛

り上がりをみせています。この大会にも、合わせて２２名が参
加し、クラスごとのリーグ戦で熱い戦いを繰り広げました。
　それぞれの結果は次のとおりです。（敬称略）
　　【囲碁Ａクラス】優勝 縄野欣敬（新町）　　  準優勝 鈴木樹紀（金沢）　  　第３位 鈴木一司（旭町）
　　【囲碁Ｂクラス】優勝 鈴木幸男（あおば）　  準優勝 五十嵐忠二（あおば）　第３位 髙橋修悦（西小路）
　　【将棋Ａクラス】優勝 大泉時雄（梅ヶ枝町）　準優勝 横山洋一（文新田）　　第３位 齋藤宗男（文新田）
　　【将棋Ｂクラス】優勝 工藤鉄男（岡）　　　  準優勝 髙橋千洋（北小路）　　第３位 丹野流碧（梅ヶ枝町）

さあ、真剣勝負の始まり

喜びの柏倉多右衛門さん

第５９回日本版画会展 会友賞受賞作
「悠久にいきる」

展示作品にも選抜され、柏倉さ
んにとって初めての海外出展が
決定しました。
　同作品は、当町長崎地区にある「楯の大イチョウ」を
題材にしており、柏倉さんによると、あえて葉が落ちて
幹や枝が見える状態を彫ることで木の逞しさや生命力を
表現し、また、木の立体感を出すため彫刻刀の入れ方や
墨の濃淡にこだわって制作したそうです。
　自身初の海外出展について、柏倉さんは「海外の多く
の愛好家の方に見ていただき交流できるチャンスに恵ま
れたことを嬉しく思います。また、故郷・中山町の楯の
大イチョウを題材にした作品が海外で展示されることは
この上ない光栄です」と喜びを語ってくださいました。
　同作品と同じ版木から制作された拓版画が、町立図書
館ほんわ館ロビーに展示されています。同じ版木を使っ
ても２枚と同じ作品を刷り上げることはできないそうで
すが、こちらも柏倉さんが心を込めた力作ですので、ぜ
ひご覧ください。
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スポーツ少年団親子交流大会　楽しく交流　絆深める

上達目指して
　　町民スキー教室

　１月１３日、スポーツ少年団の「親子交流大
会」が総合体育館で行われました。
　これは、親子で参加するレクリエーション
を通じて、いつもはそれぞれで活動している
スポーツ少年団同士の交流を図る目的で開催
されているものです。
　この日は、団員、指導者、保護者合わせ
て３３８名が参加し、「二人三脚輪投げリレー」
「各団対抗長縄跳び連続ジャンプ」などのユ
ニークな競技に挑み、団員同士の団結が図ら
れた大会となりました。

　１月６日、１２日、１９日の３日にわたり、
ＺＡＯ猿倉スキー場を会場に、町民スキー
教室が開催されました。今年は２８名が参加
し、冬の大自然の中、それぞれのレベルに
合わせた講習が行われました。
　指導に当たったのは町体育協会スキー部
の皆さんです。天候に恵まれ、最終日に
は、参加者全員が白銀にきれいなシュプー
ルを描けるようになりました。

がんばった後に、皆さんで記念撮影。全日本スキー連盟
公認の「ジュニアバッジテスト」にチャレンジする参加
者もいました

保護者に見守られ、声援を受けてがんばった「各団対抗綱引き」

ウォーキングの注意点

今年のチャレンジデー（５月２９日）まで、あと （平成３１年２月１５日時点）103日！
身体を動かす習慣をつけましょう！

・自分の体調や体力に合わせてマイペースで行いましょう。
・体調がすぐれないとき、天候の悪いときは無理に行わず中止しましょう。
・あまり距離や時間にこだわりすぎずに行いましょう。
・ウォーキングの前後にウォーミングアップとストレッチを行いましょう。
・屋外を歩くときは、思わぬ事故やけがが起こらないよう注意しましょう。
・適度な水分補給を心がけましょう。

ウォーキングのため、総合体育館の通路および２階ギャラリーを開放します。利用する際は、総合体育館窓口
で受け付けをしてご利用ください。ただし、大会等のため、全館利用している場合はご遠慮ください。

　「チャレンジデー」は毎年５月の最終水曜日に実施
されます。スポーツを通した健康づくりに通年で取り
組むため、運動と健康のあれこれをご紹介していきます。

コラム：GO!GO! challenge Sports：Vol.11

GO! GO! チャレンジ スポーツ
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第１４３話 石沢太惣治の参詣日記 その２

　みなさんこんにちは。思ったより雪が
少なくてホッとしている今日この頃の協
力隊です。
　もうすぐ３月ということで、現在協力
隊は旧柏倉家住宅のひなまつりの準備の

私たち地域おこし協力隊です！ No.11

　
石
沢
太
惣
治
の
伊
勢
参
詣
日
記

の
う
ち
、
正
月
６
日
の
日
記
に

は
、「
一
里
半　

上
ノ
山
、
此
処

ハ
松
平
山
城
守
殿
の
御
城
下
、
知

行
三
万
石
、
町
中
温
泉
有
リ
、
八

幡
屋
弥
太
郎
方
へ
泊
リ
、
は
た
ご

二
百
文
、
六
日
出
立
ノ
処
、
送
リ

人
有
リ
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま

す
。

　
送
り
人
は
、
通
常
、
村
は
ず
れ

ま
で
見
送
る
の
で
す
が
、
こ
の
時

は
下
男
が
上
山
ま
で
荷
負
い
の
役

で
同
行
し
ま
し
た
。

　
同
行
者
一
同
は
ま
ず
山
形
に
集

合
。
旅
篭
町
足
利
屋
で
昼
食
を

取
っ
た
後
、
同
行
者
の
見
送
り
人

を
帰
し
、
太
惣
治
の
下
男
だ
け
が

つ
い
て
行
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
、
忘
れ
物
や
村
役
の
滞
り
な

ど
、
急
な
用
向
き
の
折
の
連
絡
用

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
６
日
朝
、
上
山
出
立
の
際
、
こ

の
送
り
人
を
帰
し
て
、
い
よ
い
よ

同
行
者
だ
け
の
旅
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
こ
の
日
の
行
程
は
、
上
山
、
楢

下
、
赤
山
、
金
山
、
是
羽
新
田

（
瀬
場
）、
湯
ノ
原
。
お
よ
そ
６
里

（
約
２４
㎞
）
ほ
ど
山
道
を
歩
い
て
、

湯
ノ
原
福
嶋
屋
学
蔵
に
宿
泊
。
は

た
ご
１
８
０
文
、「
大
雪
に
て
難

儀
致
し
、
こ
の
村
よ
り
出
判
す
べ

し
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
に
硬か

た
雪ゆ
き
の
季
節
を
狙
っ
て

出
掛
け
て
い
る
の
で
す
が
、
伊
達

領
で
は
硬
雪
に
至
ら
ず
、
深
雪
の

道
の
難
儀
に
遭
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
以
下
の
日
記
も
同
様
で
す
が
、

通
行
手
形
を
差
し
出
す
こ
と
で
な

く
、宿
場
町
で
は
、出
判
手
形（
宿

泊
証
明
）
を
発
行
し
て
も
ら
う
よ

う
、
後
々
旅
に
出
る
者
に
指
示
し

て
い
ま
す
。

　
翌
正
月
７
日
は
、
湯
ノ
原
を
発

ち
、
峠
田
、
関
、
渡
ら
瀬
、
下
戸

沢
、
上
戸
沢
ま
で
７
里
余
を
歩
い

て
、
上
戸
沢
木
村
屋
太
郎
右
衛
門

泊
り
。
は
た
ご
１
９
０
文
。「
是

ハ　
湯
ノ
原
よ
り
庄
屋
御
判
此
処

に
上
ぐ
べ
し
」
と
あ
る
の
で
、
湯

ノ
原
で
申
し
受
け
た
手
形
を
上
戸

沢
の
庄
屋
で
差
し
出
し
、
こ
こ
で

新
し
い
手
形
を
受
け
取
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

【
用
語
の
説
明
】

松
平
山
城
守
：
幕
末
ま
で
藤
井
松

平
家
は
上
山
藩
の
大
名
で
あ
っ
た
。

知
行
：
俸
給
と
し
て
大
名
に
与
え

ら
れ
た
土
地
の
こ
と
。

上
戸
沢
・
下
戸
沢
・
渡
ら
瀬
・
関
・

滑
津
・
峠
田
・
湯
ノ
原
：
七
ヶ
宿

街
道
の
宿
場
町
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
１０
章
第
１
節　
庶
民
と
信
仰

写真は柏倉家にあった昔のおひな様の飾り方説明書。
昔の人もどの順番だっけ？と並べる順番で悩んだのかなと
思うと微笑ましくなります。紙の色合いも素敵です。

お手伝いをしています。昨年の３月１日に着任し、初め
てのお仕事がひなまつりのスタッフだったこともあり、 

「もうすぐ１年かあ」としみじみ。あっという間のよう
な長かったような…。
　今年の旧柏倉家住宅ひなまつりは３月２日（土）〜３月
１０日（日）となります。実は柏倉家に行ったことないなあ
という方、昔行ったけど
最近行ってないなあとい
う方、毎年見に行ってま
すという方、みなさんぜ
ひ遊びに来てください！

9 31.2.15



ひまわり広場

広
　
告

みんなで冬を楽しもう
　柳沢でゆきまつり

健康への関心高く　達磨寺・向新田地区で健康座談会

　１月２７日、柳沢集落センターを会場に、「柳沢雪
まつり」が開催されました。これは、町の「やって
みっべ活動支援補助金」を活用して、「柳

やん
沢
くさ
もりあ

げ隊」（大津利美会長）が主催して行ったもので、
「柳沢を元気にしたい」「自分たちの地域を自分たち
の手で活気づけよう」との思いで、さまざまな事業
を展開しているなかの１つです。
　地区内の子どもたちが雪で制作した灯篭とドラえ
もんに出迎えられる会場では、大勢の地区の方々が

　１月２７日、達磨寺・向新田農村集落多
目的共同利用施設で達磨寺・向新田地区
の「健康座談会」が開かれました。はじ
めに地区担当の今野保健師から座談会の
目的と町の現状について説明があり、健
康寿命を延ばすために生活習慣の乱れを
防ぎ動脈硬化を予防することが大切との
話がありました。その予防として食事コ
ントロールとしっかり運動、筋トレをす
ることが有効なことから、町の施策とし

地区の人もあまり目にすることがない
珍しい掛け軸なども展示されました

たくさんの参加者を得て、有意義な意見交換を行いました

やってみっべ
補助金
活用事業

集まり、さまざまなイベントや
展示などを楽しんでいました。
家に閉じこもりがちの冬です
が、もりあげ隊の力で、賑やか
な一日となりました。

て実施している「なかやま健幸くらぶ」の紹介がありました。
　次に行われた意見交換では、「少子高齢化に対する町の対応策は何か」や「『なかやま健幸くらぶ』の
チラシに工夫が欲しい」などの意見がありました。
　達磨寺・向新田地区の渡邉光保協議会長は「健康教室に代わる新しい取り組みにもかかわらず４５名も
の参加をいただいたことは、皆さんの健康への関心の高さを示している。これからも皆さんの要望に
沿った催しとしていきたい」と話していました。
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夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち

人　口 11,275 （前月比＋4人）人
（男 5,534人、女 5,741人）

出生 人6 転入 人23
死亡 人13 転出 人12

人の動き
（前月比＋6 世帯）世帯数 3,664世帯

まちの人口（１月末現在）

戸籍のまどぐち（１月分）

中
山
町
長

佐
藤　

俊
晴

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
２
期
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
巻
頭
ペ
ー
ジ
で
、

町
政
へ
の
意
気
込
み
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

決
意
を
新
た
に
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
町
長
コ
ラ
ム
も
ひ
と
月
だ
け
休
載
し
ま
し
た

が
、
今
月
号
か
ら
ま
た
再
開
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
訓
え
は
「
自
己
愛
」
の
落
と
し
穴
に
つ

い
て
で
す
。

　

西
郷
さ
ん
は
「
自
分
を
愛
し
す
ぎ
る
こ
と
、
つ
ま
り
自

分
さ
え
よ
け
れ
ば
他
者
は
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
考
え
方

は
、
最
も
慎
む
べ
き
こ
と
。
修
業
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
も
、
事
業
が
成
功
し
な
い
こ
と
も
、
過
ち
を
改
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
も
、
自
分
の
功
績
を
誇
り
、
お
ご
り
高

ぶ
る
の
も
す
べ
て
自
分
を
大
事
に
し
す
ぎ
る
気
持
ち
か
ら

生
ず
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
決
し
て
利
己
主
義
に
陥
っ
て

は
い
け
な
い
」
と
訓
え
て
い
ま
す
。

　

人
は
、
確
か
に
成
果
を
求
め
ま
す
。
認
め
ら
れ
た
い
、

褒
め
ら
れ
た
い
。
し
か
し
、
西
郷
さ
ん
は
そ
う
い
う
考
え

と
は
逆
に
、「
す
ぐ
認
め
ら
れ
な
く
と
も
よ
い
。」
と
考
え

て
い
ま
し
た
し
、
ま
た
、
も
っ
と
言
う
な
ら
ば
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
す
ら
考
え
ず
生
き
て
い
た
方
が
西
郷
さ
ん
だ
っ

た
の
で
は
と
私
は
感
じ
ま
す
。

　

人
の
た
め
、
国
の
た
め
、
そ
し
て
自
分
が
信
じ
た
道
の

た
め
に
、
信
念
を
持
っ
て
生
き
た
西
郷
隆
盛
だ
か
ら
こ

そ
、
今
の
日
本
の
礎
を
築
い
た
人
物
に
な
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
平
成
２９
年
度
か
ら
町
が
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
「
西

郷
隆
盛
・
従
道
兄
弟
と
縁
あ
る
中
山
町
」
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、

町
の
重
要
な
歴
史
文
化
と
し
て
大
切
に
継
続
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

西
郷
隆
盛
・
十
の
「
訓
え
」
も
今
回
を
含
め
あ
と
３
回

と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
心
に
一
つ
で
も
留
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

自
分
を
大
事
に
し
す
ぎ
る
な
。

全
て
の
悪
事
は
そ
こ
か
ら
生
じ
る
。

（
西
郷
隆
盛
・
十
の「
訓お
し

え
」vol.
８
）

県市町村広報コンクールで

皆さんのおかげです

「町に西郷どんガールがやってきた！」などの
特集記事が掲載された平成３０年１１月１５日号

入選一席
　山形県広報協会が主催する「平成３０年度山形県
市町村広報コンクール」で「広報なかやま」平成
３０年１１月１５日号が広報紙町村の部で「入選一席」
に選ばれました。入選一席は、特選に次ぐ賞で、
いわば準優勝です（手前味噌ですみません）。
　「広報なかやま」は、皆さんの取材への協力や
情報提供によって制作されています。担当者一
同、これからも、見やすく、わかりやすく、親し
まれる広報紙を目指していきますので、町で見か
けたら、気軽に声をかけてください。私たちも笑
顔で取材をさせていただきます。これからもどう
ぞよろしくお願いいたします。
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Ｎ

お
知
ら
せ
版

№1323

①固定資産税� ４期
②国民健康保険税� ８期
③介護保険料� ８期
④後期高齢者医療保険料� ８期
⑤公共下水道受益者負担金� ３期

※�①、②は、納付書に記載された期間内であればコンビニエン
スストアでの納付もできます。
※お問い合わせ先
　①②③④について�住民税務課税務Ｇ　☎６６２ - ２１１２
　⑤について　　� 建設課下水道Ｇ　　☎６６２ - ２１１５

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

人
工
透
析
通
院
交
通
費　
　

　
　
　
　
　

�

を
助
成
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
７
０
５

　
腎
臓
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
方
（
身
体

障
害
者
手
帳
所
持
者
）
が
人
工
透
析
療
法
を

受
け
る
た
め
、
医
療
機
関
へ
の
往
復
に
バ
ス
、

Ｊ
Ｒ
、
ま
た
は
自
家
用
車
を
利
用
し
た
場
合
、

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、

病
院
の
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
は
該

中
山
町
第
３
子
以
降
保
育
料

�

無
料
化
補
助
金
に
つ
い
て

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

　

�

☎
６
６
２
‐
２
７
０
５

●�

対
象　
中
山
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
か
つ

生
計
を
同
一
に
す
る
第
３
子
以
降
の
児
童

が
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
届
出
保
育
施
設
等

（
※
）に
入
所
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者

●�

対
象
期
間　
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成

3１
年
３
月
3１
日

●�

補
助
額　
対
象
期
間
中
の
入
所
費
用
の
う

ち
、
保
育
料
、
給
食
費
、
補
食
費
、
冷
暖

房
費
お
よ
び
通
園
バ
ス
使
用
料
と
し
て
支

払
っ
た
費
用
。
た
だ
し
、
そ
の
他
の
補
助

金
や
減
免
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ

ら
を
差
し
引
い
た
額
。

●�

補
助
上
限
額　
私
立
幼
稚
園
…
年
額
35
万

円
、
届
出
保
育
施
設
等
…
44
万
４
０
０
０

円
●�

申
請
方
法　
関
係
書
類
を
添
付
し
、
３
月

４
日
（
月
）
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
は
健
康
福
祉
課
ま

た
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

※�

届
出
保
育
施
設
等
と
は
、
認
可
外
保
育
施

設
な
ど
都
道
府
県
の
認
可
を
受
け
て
い
な

い
児
童
福
祉
施
設
の
こ
と
で
す
。
な
お
、

な
か
や
ま
保
育
園
な
ど
の
認
可
施
設
に
つ

い
て
は
第
3
子
以
降
の
児
童
の
保
育
料
は

無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
し
ま
せ
ん
。

●�

申
請
方
法　
医
療
機
関
の
通
院
証
明
書

　

�（
平
成
30
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
２

月
末
ま
で
の
通
院
実
績
）
と
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
は
、
健
康

福
祉
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
と
、
役

　

�

場
総
合
窓
口
（
役
場
庁
舎
１
階
）
に
準
備

し
て
い
ま
す
。
※
平
成
30
年
9
月
に
申
請

が
あ
っ
た
方
に
は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

●�

申
請
期
間　
２
月
25
日
（
月
）
～
３
月
８

日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
１5

分
（
土
・
日
を
除
く
）
に
、
健
康
福
祉
課

ま
た
は
役
場
総
合
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

天皇陛下御即位30年をお祝いする
� 記帳所を設置します

●設置場所　　中央公民館ロビー

●設置期間　　２月１８日（月）～2４日（日）
　　　　　　　午前８時30分～午後５時

※お問い合わせ先
　総務課庶務Ｇ　☎６６２ - ２１１１

納期限　2月28日（木）今 月 の 納 税 等
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（１）　山形税務署の申告書作成会場について
　●�対象となる申告：所得税および復興特別所得税（譲渡所得を含む）、個人事業者の消費税お
よび地方消費税、贈与税の申告

　●�申告書作成会場：山形駅西口「山形テルサ」（山形税務署には申告書作成会場を設置してい
ません。）

　●�開設期間および時間：２月１８日（月）～３月１5日（金）（土・日曜日を除く。ただし、２月
2４日（日）および３月３日（日）は開設します。）午前９時～午後４時（午後３時までのご
来場にご協力ください）

　　※�会場開設期間以前は山形税務署内を含め申告書作成会場を設置していませんので、ご注意
ください。

　　※申告書作成会場に専用駐車場はございませんので公共交通機関等をご利用ください。
　　※申告書作成会場は大変混雑し、申告書の作成に１時間以上を要する場合があります。
　　　また混雑状況により早めに相談受付を終了する場合があります。
　●申告期限および納付期限：
　　　所得税および復興特別所得税、贈与税・・・・・３月１5日（金）まで
　　　個人事業者の消費税および地方消費税・・・・・４月１日（月）まで
（２）　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」の利用について
　�　申告書作成会場は大変混雑し、長時間お待ちいただく場合がありますので、いつでも利用可
能な国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー（https://www.keisan.nta.go.jp　
　※「作成コーナー」で検索しても可能）」の利用をお勧めします。
　●申告書の提出方法：①e-Taxでの送信　　②印刷（白黒でも可）して郵送等により提出
　　※�①e-Taxで送信する場合は、マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタを利用す

る方法のほか、事前に税務職員と対面による本人確認を行った後に発行されたＩＤとパス
ワードを利用する方法があります。

　　※�年末調整済みの給与所得の源泉徴収票が１枚のみで医療費控除またはふるさと納税などの
寄附金控除の適用を受ける場合は、スマートフォンでも見やすい「スマホ専用画面」で申
告書を作成・送信することもできます。

（３）確定申告書等にはマイナンバーの記載が必要です。
　�　確定申告書等の提出の際は、申告者ご本人の「マイナンバーカード」または「マイナンバー
を確認できる書類（通知カード等）と身元確認ができる書類（運転免許証等）」の提示または
写しの添付が必要です（自宅等からe-Taxで提出する場合は不要）。
　　※配偶者および扶養親族のマイナンバーの記入漏れにご注意ください。

（４）電話相談センターのご案内
　�　確定申告等に対する一般的な相談については、電話相談センターでお答えします（下記電話
番号の音声案内で０番を選択してください）。電話相談センターには、東北税理士会の会員税
理士にも従事いただいております。

※お問い合わせ先　山形税務署　山形市大手町１-23　☎６２２-１６１１

【�

申
告
相
談
の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
等
を
お
忘
れ
な
く
】

　
確
定
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
必
要
で
す
。
申
告
者
ご
本
人
の
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
確
認
で
き
る
書
類
（
通
知
カ
ー
ド
等
）
と

身
元
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）」
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

記
載
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

【�

ふ
る
さ
と
納
税
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制

度
を
申
請
し
て
い
る
方
へ
】

　
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度

で
寄
附
先
の
自
治
体
へ
申
告
特
例
申
請
書
を

提
出
し
て
い
る
方
で
も
、
左
記
の
方
が
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
所
得
税
確
定
申
告
ま

た
は
住
民
税
申
告
で
寄
附
金
控
除
を
あ
わ
せ

て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

①�

自
営
業
者
等
で
、
も
と
も
と
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方

②�

給
与
所
得
者
等
で
医
療
費
控
除
な
ど
の
控

除
を
受
け
る
た
め
に
申
告
を
さ
れ
る
方

③�

６
か
所
以
上
の
自
治
体
へ
ふ
る
さ
と
納
税

を
さ
れ
た
方

申
告
相
談
の
際
の
注
意
点

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
税
務
Ｇ�

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

山形税務署からのお知らせ　～申告と納税は期限内に～
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中山町災害互助会費の納入について

目　　的 町内の家屋が火災にあい損害を受けたときに見舞金を支給し、あわせて災害見舞等の廃止を
促し、生活の簡素化を進めます

組　　織 町内に居住する全世帯と中山町災害互助会の趣旨に賛同するものをもって組織
期　　間 ４月１日～翌年３月31日までの１年間

見舞金額
住宅が全焼の場合・・・・・・・・・・・・・・最高額50万円
倉庫、作業所等が全焼の場合・・・・・・・・・最高額２0万円
　※部分的な被害の場合には、その程度により額を決定します。

加入基準
の例

①同一世帯で一戸建ての普通住宅・・・・・・・１戸の加入
②世帯分離している一戸建ての普通住宅・・・・１戸の加入
③同一敷地内に普通住宅と作業小屋・・・・・・１戸の加入
④同一敷地内に名義が異なる複数の普通住宅・・名義人毎に加入
⑤敷地を別にしている普通住宅・・・・・・・・それぞれ加入
⑥敷地を別にしている作業小屋・・・・・・・・それぞれ加入
⑦町民が町内に所有し、夜間・日曜祝祭日等に無人となる事業所（工場・事務所）・・それぞれ加入
⑧借家・アパートの住人・・・・・・・・・・・世帯毎に加入
　※アパート等の経営者は、加入不可

※お問い合わせ先　政策推進課地域情報Ｇ　☎６６２ - ２２２３

　中山町災害互助会では、平成31年度分会費の集金を各地区の区長さんに依頼しています。
　各家庭等を訪問の際にはご協力よろしくお願いします。

◆互助会費　１戸当たり２００円（生活保護世帯は免除）
◆地区から町への納入期限　３月８日（金）まで
◆制度概要

介
護
認
定
調
査
員
を

�

募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
介
護
支
援
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
４
５
６

●�

業
務
内
容　
訪
問
調
査
等
介
護
保
険
事
務

に
関
す
る
業
務

●
募
集
人
数　
１
名

●�

雇
用
期
間　
４
月
１
日
～
２
０
２
０
年
３

月
31
日

●�

勤
務
時
間　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
う
ち
休
憩
１
時
間
、
土
・
日
・
祝
日
は

休
み
）

●
勤
務
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
事
務

　
室
ほ
か

●
賃
金　
時
給
１
２
５
０
円

応
急
手
当
普
及
員
養
成

�　
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
危
機
管
理
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

　
応
急
手
当
普
及
員
と
は
、
主
に
地
区
の
防

災
訓
練
や
事
業
所
に
お
い
て
、
入
門
コ
ー

ス
・
普
通
救
命
講
習
の
指
導
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
公
的
な
資
格
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

資
格
取
得
に
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ

い
。

●�
期
日　

３
月
３
日
（
日
）
～
２4
日
（
日
）

の
期
間
の
日
曜
3
回
、
平
日
の
夜
3
回
の

計
２4
時
間

●
場
所　
防
災
セ
ン
タ
ー

●�

対
象　
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
（
高
校
生

以
下
は
不
可
）

●
費
用　
３
６
７
２
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●�

申
込
方
法　
２
月
25
日
（
月
）
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　平成２9年度から、西郷隆盛・従
道兄弟と中山町の縁を町内外に発
信する事業を行ってきましたが、
その締めくくりとなるパネル展を
開催します。ぜひご覧ください。

●期　間
�　２月26日（火）～3月１0日（日）
●場　所　中央公民館ロビー

※お問い合わせ先
　政策推進課政策企画Ｇ
� ☎６６２-４２７１

「西郷隆盛・従道兄弟と
� 中山町との縁」
パネル展を開催します
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●�

応
募
方
法　
３
月
８
日
（
金
）
正
午
ま
で
、

写
真
付
き
の
履
歴
書
を
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
も
期
限
ま
で

に
必
着
）。

●�

選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

　

�（
面
接
の
日
時
等
は
本
人
に
郵
送
で
通
知

し
ま
す
。）

●�

応
募
資
格　
▼
保
健
師
・
看
護
師
・
介
護

支
援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方　
▼
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
）
が

で
き
る
方　
▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証

を
取
得
し
て
い
る
方

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
習
会

　
　
　
　
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
事
務
局
（
健
康

福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ
）

�

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
望
ま
し
い
食
生
活

を
学
び
、
地
域
に
広
め
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
を
養
成
す

る
講
習
会
で
す
。
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、

地
域
に
お
い
て
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
芋
棒

煮
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
員
の
推

薦
を
各
地
区
区
長
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
公
募
も
実
施
し
ま
す
。

　
以
前
と
は
内
容
や
活
動
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
の
で
、
過
去
に
養
成
講
習
会
を
受
講
し
た

方
も
大
歓
迎
で
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●�

対
象　
町
内
在
住
の
方
で
２0
歳
以
上
、
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
。

●�

期
間　
２
０
１
９
年
５
月
～
２
０
２
０
年

１
月
頃
に
か
け
て
計
５
回
開
催

●�

内
容　
講
話
や
調
理
実
習
、
運
動
の
実
技

な
ど
を
行
い
ま
す
。　
　

●
費
用　
無
料

●�

そ
の
他　
講
習
会
修
了
後
は
、
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
に
加
入
い
た
だ
き
、
食
生

活
改
善
推
進
員
と
し
て
２
年
以
上
の
活
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

応
募
方
法　
２
月
１5
日
（
金
）
～
３
月
１

日
（
金
）
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

３月１日より営業時間が下記のとおりとなります。
●開 館 時 間　午前６時
●閉 館 時 間　午後１0時
●受付終了時間　午後９時
　　皆様のご利用をお待ちしております。
※お問い合わせ先
　ひまわり温泉　ゆ・ら・ら　☎６６２ - ５７８０

ひまわり温泉ゆ・ら・ら
　　　　　営業時間変更のお知らせ
ひまわり温泉ゆ・ら・ら
　　　　　営業時間変更のお知らせ

ひまわりグラウンドゴルフ場
年間使用券購入・コース独占使用の申込受け付けを開始します
平成３１年度の年間使用券およびコース独占使用の申込受け付けを開始します。
●申込受付開始日　３月１日（金）
●受付場所・時間　総合体育館…火曜日～日曜日（午前９時～午後８時）
　　　※�月曜日は休館日です。ただし、月曜日が「祝日」の場合は体育館の開館日となり、受付業

務を行います。代わりに翌日の火曜日が休館日になり、受付業務は休みとなります。
【年間使用券】
●料　金　高校生以上…７，７２０円、中学生以下…３，６００円
　　　　　（有効期間　平成３１年４月１日～１１月３０日）
●持ち物　�①本人と確認できる顔写真２枚（縦３㎝×横２．５㎝　※サイズは厳守してください。）
　　　　　②該当する使用券の料金
【コース独占使用】
●料　金　１コース　１０，２９０円（１日）、６，４８０円（半日）
●持ち物　①印かん　②使用料金（必ず申し込み時に納めてください）
●その他　�申し込みは、必ず独占使用日の１か月前までに行ってください。それ以降の受け付けは

できませんので、ご注意ください。
※�１０月１０日（木）・１１日（金）は「全国ひまわり杯グラウンド・ゴルフ大会」を開催します。大会
当日は全コース使用できませんのでご了承ください。また、ぜひ大会へご参加ください。
※お問い合わせ先
　総合体育館　☎６６２-２３００／教育課生涯学習Ｇ　☎６６２-２２８９
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ご利用ください
役場本庁舎１階の延長窓口
火曜日・木曜日（祝日を除く）

午後５時１５分～７時
ご利用できるもの

各種証明書（住民票、戸籍証明書、税関
係証明書等）の交付
※お問い合わせ先
　住民税務課住民Ｇ　☎６６２ - ２５９３

認
知
症
わ
い
わ
い
カ
フ
ェ
を

�

開
催
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
介
護
支
援
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
４
５
６

　

各
地
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
認
知
症
カ

フ
ェ
が
町
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
こ
と
に
つ

い
て
考
え
た
り
、
気
軽
に
話
し
合
っ
た
り
で

き
る
場
所
で
す
。

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、
認
知
症
に

つ
い
て
知
り
た
い
方
、
介
護
職
の
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●�

日
時　

３
月
６
日
（
水
）　
午
後
２
時
～

４
時

●
場
所　
中
央
公
民
館

●�

内
容　
・
認
知
症
な
ん
で
も
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
等
が
受

け
付
け
ま
す
。）　
・
簡
単
な
脳
ト
レ　
・

町
内
の
活
動
の
お
知
ら
せ　
・
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
等

●�

対
象　
認
知
症
の
方
、
家
族
、
そ
の
他
認

知
症
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

●
参
加
費　
無
料

●�

申
込
方
法　
参
加
希
望
の
方
は
２
月
2８
日

（
木
）
ま
で
、
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
予
約
優
先
で
す
が
、
当
日
飛
び
入
り

の
参
加
も
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

給
食
配
膳
パ
ー
ト
職
員
を

�

募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
５
４
８
４

●
業
務
内
容　
学
校
給
食
配
膳
業
務

●
募
集
人
数　
３
名

●�

勤
務
場
所　

町
内
小
中
学
校（
勤
務
校
は

採
用
後
決
定
）

●�

雇
用
期
間　
４
月
１
日
～
２
０
２
０
年
３

月
31
日

●�

勤
務
時
間　
▼
長
崎
小
学
校
…
午
前
９
時

～
午
後
２
時
15
分（
基
本
）　
▼
豊
田
小
学

校
…
午
前
10
時
～
午
後
２
時
15
分（
基
本
）

　

�

▼
中
山
中
学
校
…
午
前
10
時
～
午
後
２
時

15
分（
基
本
）

　
※
勤
務
日
は
給
食
実
施
日（
基
本
）

●�

賃
金　
時
給
８
１
３
円（
参
考�

平
成
30
年

度
金
額
）

●
応
募
資
格　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

●�

応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

を
中
央
公
民
館
事
務
室
に
平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
提
出

●�

応
募
締
切　
２
月
25
日（
月
）午
後
５
時　

　
※
郵
送
の
場
合
は
２
月
２5
日（
月
）必
着

●
面
接
日　
募
集
締
め
切
り
後
通
知
し
ま
す
。

や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

中
山
町
出
張
説
明
・
登
録
・

閲
覧
会
の
ご
案
内

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

�

☎
６
8
７
‐
１
９
７
２

●
期
日　
３
月
１2
日
（
火
）

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

●�

時
間　
▼
出
張
説
明
会
…
午
前
１0
時
30
分

～
正
午
（
予
約
不
要
）　

▼
登
録
・
閲
覧

会
…
午
後
１
時
～
４
時

●�

内
容　
結
婚
に
関
す
る
総
合
相
談
・
説
明

会
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
本
登
録
手
続
き
（
新

規
・
更
新
）、
登
録
さ
れ
た
方
の
み
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
検
索
・
閲
覧
お
よ
び
お
見
合
い

申
込
み

●�

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

当
日
は
、
☎
０
７
０
‐
５
４
７
８
‐

３
５
７
９
に
お
願
い
し
ま
す
。
枠
が
埋
ま

り
次
第
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

　紙類のリサイクルを促進するため、古紙類
（新聞・雑紙・雑誌・段ボール・紙パック・シュ
レッダー破砕紙）の回収を行っています。
　毎月第２・第４土曜日の午前８時までに各地
区のごみ集積所に出してください。
�古紙類は、それぞれ品目ごとに紐で束ねるか、
雑紙袋に入れて出してください。シュレッダー
破砕紙は透明袋に入れて出してください。
　町内会や子ども会、学校ＰTＡで行う資源回
収にもご協力をお願いします。

※お問い合わせ先
　住民税務課住民Ｇ　☎６６２ - ２１１３

リサイクル・ごみ減量化に
� ご協力をお願いします

雑誌、段ボール類

シュレッダー破砕紙

雑紙類
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町
議
会
３
月
定
例
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
住
所
・
氏
名
を
記
入
す
れ
ば
ど

な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
傍
聴
は
先
着
30
名
ま
で
と
し
ま
す
。

●
３
月
定
例
会
日
程
（
予
定
）

▼
３
月
４
日
（
月
）
午
前
１0
時
～

　
　
…
一
般
質
問

　
▼
３
月
５
日
（
火
）
午
前
１0
時
～

　
　
…�

補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
提
案
、
条

例
等

　
▼
３
月
６
日
（
水
）
～
１１
日
（
月
）

　
　
…
休
会　
（
全
員
協
議
会
等
）

　
▼
３
月
１2
日
（
火
）
午
前
１0
時

　
　
…
新
年
度
各
会
計
予
算
質
疑
、
採
決
等

●
場
所　
役
場
大
会
議
室

※�

議
会
日
程
表
、
議
案
項
目
、
一
般
質
問
等

は
、
２
月
２5
日
以
降
に
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
中
山
町
議
会
」　

に
掲
載
す

る
ほ
か
、
町
の
公
共
施
設
、
一
部
店
舗
内

に
も
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
て　
　
　
　

み
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局

�

☎
６
６
２
‐
４
３
７
０

郷
土
史
公
開
講
演
会
を　
　

�

開
催
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
山
町
郷
土
研
究
会
（
横
尾
）

�

☎
６
６
２
‐
２
２
３
３

　
興
味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
２
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時

●
場
所　
中
央
公
民
館
第
１
研
修
室

●�

講
師　
寒
河
江
市
史
編
纂
委
員
長　
宇
井

啓
氏

●�

演
題　
「
寒
河
江
と
中
山
の
歴
史
の
関
わ

り
」

●
主
催　
中
山
町
郷
土
研
究
会

●
後
援　
町
教
育
委
員
会

【
１
】�わ
た
し
の
「
日
常
」
が
家
族
を
守
る

　
　
～
小
さ
く
始
め
る
気
づ
き
の
防
災

●�
日
時　
３
月
１2
日（
火
）午
前
１0
時
～
正
午

●�
内
容　
防
災
等
の
た
め
に
日
常
的
に
大
切

に
す
べ
き
こ
と
や
日
常
の
行
動
に
つ
い
て
、

女
性
目
線
で
学
び
ま
す
。

●�

講
師　
細
谷
真
紀
子
氏（
防
災・減
災
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

【
２
】�使
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
（
入
門
編
）

～
マ
イ
・
ネ
ー
ム
・
イ
ズ
は
使
わ
な
い
？
～

フ
ァ
ー
ラ
イ
ベ
ン
ト
情
報

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ー
ラ

�

☎
６
４
５
‐
８
０
７
７

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の　

　
　
　
　

��

お
知
ら
せ

※
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

【�

心
配
ご
と
法
律
相
談
所　
無
料
法
律
相
談

日
を
開
設
し
ま
す
】

　
あ
な
た
の
お
悩
み
、
心
配
ご
と
に
柿
崎
弁

護
士
が
助
言
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●�

日
時　
２
月
27
日
（
水
）
午
後
１
時
１5
分

～
４
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

●�

相
談
内
容　
財
産
・
相
続
・
土
地
・
金
銭
・

家
族
問
題
な
ど

●
予
約　
電
話
受
付
（
先
着
５
組
）

●�

日
時　
３
月
１４
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分

●�

内
容　
簡
単
な
あ
い
さ
つ
な
ど
、
仕
事
や

日
常
生
活
で
活
用
で
き
る
英
会
話

●�

講
師　
後
藤
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
氏
（
幼
稚
園
等

英
語
教
室
指
導
者
）

【
1
】【
2
】
と
も

●�

場
所　
山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

５
階
視
聴
覚
室

●
対
象
・
定
員　
女
性
・
先
着
30
名

●
参
加
費　
無
料

●�

申
込
方
法　
電
話
で
山
形
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
●�

業
務
内
容　
社
会
教
育
の
指
導
お
よ
び
社

会
教
育
関
係
団
体
の
育
成
・
活
動
支
援

●
募
集
人
数　
１
名

●
勤
務
場
所　
中
央
公
民
館

●�

雇
用
期
間　
４
月
１
日
か
ら
２
０
２
０
年

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
（
再
任
に
よ
り

通
算
年
数
３
年
間
ま
で
可
）

●�

勤
務
時
間　
週
２4
時
間
以
上
の
勤
務
▼
月

曜
日
・
水
曜
日
…
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
▼
火
・
木
・
金
曜
日
…
午
前
８

時
30
分
～
正
午

●
報
酬　
月
額
1２
万
円

●
応
募
要
件　
次
の
要
件
を
満
た
す
方

　

�

①
65
歳
未
満
で
健
康
で
活
動
的
な
方　
②

社
会
教
育
に
関
す
る
識
見
と
指
導
技
術

を
身
に
付
け
て
い
る
方　

③
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
等
）
が
で
き
る
方　

④
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

●�

応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

を
中
央
公
民
館
事
務
室
に
平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
提
出

●
応
募
締
切　
２
月
2１
日
（
木
）
午
後
５
時

　
※
郵
送
の
場
合
は
２
月
２1
日
（
木
）
必
着

●�

面
接
日　
３
月
１
日
（
金
）

　
※
詳
細
は
後
日
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

中
山
町
社
会
教
育
指
導
員
を

�

募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

●
そ
の
他　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
加
入
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山形県ステッカー

県ホームページ
（ＱＲコード）

消費生活の窓口から 「催眠商法」に気をつけましょう！
　～狙われているのは、高齢者の皆さんです！～

「『催眠商法』に遭い、高額な商品を買ってしまったが返品したい」という相談が県内で増えています。
「催眠商法」とは…
　商品が陳列されておらず、自由に選べない状態で、
　　・日用品等をタダ同然で配り、客の気持ちが高ぶったところで、
　　・高額な健康器具や健康食品(サプリ)、布団類などを取り出して売りつける、
　主に高齢者の皆さんを狙う悪質な販売方法です。

※ご相談・お問い合わせ先　中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）　☎６６２ - ２５９３

「やまがた子育て応援パスポート」が変わります
　子育て応援パスポートが紙カードから電子画像に変わります。また、交付対象を「小学校６年生の
子どもまたは妊婦のいる家庭」から「18歳未満の子どもまたは妊婦のいる家庭」に拡大します。
●�協賛店でパスポートを提示すると、各種割引・優待サービスや乳幼児連れの外出支援・応援サービ
ス等を受けることができます。山形県ステッカーを掲示している店舗で使えます。

※お申込み・お問い合わせ先　健康福祉課福祉子育て支援Ｇ　☎６６２-２７０５

【
司
法
書
士
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
】

　

�

①
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
４
２
‐
３
４
３
４
）　
②
２
月
2１
日

（
木
）　
午
後
６
時
～
８
時　
③
山
形
県
司

法
書
士
会
（
山
形
市
小
白
川
町
一
丁
目

16
番
２6
号
）、
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ

（
寒
河
江
市
本
町
二
丁
目
８
番
３
号
５
階

５
０
２
会
議
室
）　

④
相
続
登
記
、
会
社

設
立
、
土
地
な
ど
の
名
義
変
更
等
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。「
暮
ら
し
の
中
の
法
律
家
」

の
司
法
書
士
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
⑥
無
料　
⑦
電
話
で
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【�

自
動
車
の
検
査
・
登
録
手
続
き
は
お
早
め

に
～
山
形
運
輸
支
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　

�

①
山
形
運
輸
支
局
（
☎
０
５
０
‐
５
５
４

　

�

０
‐
２
０
１
３
）　
④
例
年
、
年
度
末
は

自
動
車
の
検
査
や
登
録
の
手
続
き
が
集
中

し
、
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
自
動

車
の
継
続
検
査（
車
検
）
や
移
転
登
録（
名

義
変
更
）、
抹
消
登
録
等
の
手
続
き
は
お

早
目
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
登
録
手
続

き
に
必
要
な
書
類
等
の
案
内
は
山
形
運
輸

支
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

●�電子画像は、３月１日以降、県ホームページから専用の申請フォームにアクセス
してお使いのスマートフォンに保存または印刷してお使いください。
　詳細は対象者に配布するチラシに記載しています。
　�チラシは、保育園、幼稚園、小学校等に在籍する児童・生徒を通じて２月中に順
次交付します。お子さんを在宅で保育している方については、窓口で配布します。
●�電子画像を利用できないご家庭には、紙のパスポートを配布しております。お問
い合わせください。
●これまで発行されたカードも記載されている有効期限まで使えます。
※詳しくは県ホームページをご覧ください。

《主な集客方法》　�広告チラシ等で「先着○名様に卵を５０円で販売」、「洗剤無料引換券プレゼント」等
と宣伝し客を集めます。

《主な集客場所》　�民家の敷地・車庫、スーパーの敷地、空き倉庫、閉店したドラッグストアやコンビ
ニ等の空き店舗

【アドバイス】
　◆�チラシ等の「格安」「無料」「プレゼント」という誘い文句につられて会場に行かない・近寄らな
いようにしましょう。

　◆「高額商品の販売が真の目的」と認識し、不要な商品の購入はきっぱり断りましょう。
　◆困った時や少しでも不安に思った時は、消費生活相談窓口や警察(＃９１１０)に相談しましょう。
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保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母子手帳交付 ２/２６（火）
9：００～１０：００

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います。
●持ち物　�印かん、妊娠届出書、個人番号が

確認できるもの（個人番号カード、
個人番号通知カード等）と本人確
認ができるもの（個人番号カード、
運転免許証等）

※�この日時で妊婦さんご本人の都合がつかな
い場合はご連絡ください。

定期健康相談 ２/２６（火）
１０：３０～１１：３０

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行
います。

育 児 相 談
【 予 約 制 】

２/２６（火）
１０：３０～１１：３０

育児全般について、保健師・助産師または管
理栄養士が相談に応じます。前日まで電話で
ご連絡ください。

乳 児 健 診
２/２７（水）

３か月児・１１か月児
１３：００集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成３０年３月・１１月生まれのお子さんと前回
欠席のお子さん
●持ち物　�母子手帳、バスタオル、問診票、

交換用おむつ（１１か月児は歯ブラ
シも）

も ぐ も ぐ
ごっくん教室

３／１（金）
９：３０集合

保健福祉
センター
２階和室

平成３０年７月～９月生まれのお子さん
●持ち物　母子手帳、エプロン、おんぶひも
●内　容　�離乳食の進め方について、お話と

調理実習

こころの健康相談
【 予 約 制 】

３／７（木）
１３：３０～

保健福祉
センター
２階
洋会議室

こころの病気について、本人またはその家族
の相談を行います。
◆�希望する方は、２月２８日（木）まで健康福
祉課健康づくりＧへ申し込んでください。

冬季に多い「感染性胃腸炎」、「インフルエンザ」に注意しましょう！
【感染性胃腸炎】
◆調理や食事前、トイレの後、おむつ交換時など、石鹸でこまめな手洗いを心がけましょう。
◆加熱が必要な食品は中心部までしっかり加熱（８５℃で１分以上）しましょう。
【インフルエンザ】
◆�帰宅時、トイレの後、食事前、せきやくしゃみで口を押えた後など、石鹸でこまめな手洗いを心が
けましょう。
◆帰宅時などうがいをしましょう。
◆�せきやくしゃみ等の症状がある時や、混み合った場所や乗り物など換気の不十分な場所にいる時は
マスクを着用しましょう。

　かもしかクラブは、未就学のお子さんが交通ルールを
学ぶためのクラブです。同じ中山町のお友達が集まるの
で、交流の場にもなっています。皆さんで楽しく交通
ルールを学んでみませんか？
　ちょっとでも興味のある方はお気軽にお問い合わせく
ださい♪
※お問い合わせ先
　総務課危機管理Ｇ　☎６６２ - ４８９９
� かもしかクラブ担当…夛田

対象
　３歳～６歳（小学校就学前）
活動場所
　中央公民館等
活動内容
　年に６回程度
　（日曜日の午前中など）
　�歌、ゲームなどを通して親子で交通
ルールを学びます。

小学校就学前のお友達へ　かもしかクラブへ入会しませんか
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初市 縁起物を求めて
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スポーツとフルーツ　伸びゆく町　なかやま

NAKAYAMA TOWN INFORMATION

町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんな町の魅力をお知らせしていきます。 アイ

ラブ

Vol.３１
Ｉ

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。

だんご木を買い求める人などが
繰り出しました

振舞で配られた「餅入り芋煮」が大好評。大勢のお客さんが並びました

　１月１４日、役場前の上町通りで恒例の初市が開
かれました。今年は、祝日に当たったことと、天
候に恵まれたことから、歩行者天国となった会場
は、だんご木や初飴などを買い求める多くの人で
大変にぎわいました。
　初市の歴史は古く、江戸時代から続く伝統行事
で、長寿を表す「白ひげ」などの野菜、初飴、だ
んご木などの縁起物、臼や杵などの露店が以前は
多く立ち並びました。
　今でも、出店の数は少なくなったものの、伝統
を守り続けて「初市」という文化を現在に伝えて
います。露店のほか、当日は町観光協会による、
芋煮の振舞や、来場
者プレゼントなどの
イベントが催され、
会場には１００人〜２００
人の長い行列がで
き、大変なにぎわい
を見せていました。

31.2.15 20

広報なかやま


